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・ガスホルダ容量は，余剰ガス発生分の2時間分とする。 

余剰ガスの利用が無い場合は，ガス発生量の10％を余剰ガス量とする。 

余剰ガスの利用を行う場合は，個別に設定する。 

・槽内の循環液加工速度（νD）の設定＝3.5～3.7 ｍ/sec 

・担体長さL＝10 ｍ 

・消化槽直径は最大15 ｍ以内を目安とする。 

 

３）担体式高温消化槽の化工設計 

・消化槽有効総容積（ＶＤ）(㎥)を求める。 

・基数（Ｎ）を仮定して1基当たりの消化槽有効容積（Ｖ’Ｄ）(㎥/基)を求める。 

・槽の直径（φＤ）（ｍ）を求める。 

この直径が15 ｍ以内とする。15 ｍを超えているようであれば基数（Ｎ）や滞留日数（Ｈ

Ｄ）を見直して再計算する。 

なお，設置予定場所の敷地寸法に制約がある場合には，その制限寸法内に収まるように基

数（Ｎ）や滞留日数（ＨＤ）を見直す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




















